
 

 

 

 

 

 

学校のプランターにいつの間にか今年もセキレイが巣

を作り,卵を産み,あたため始めました。児童も雛の誕生

を楽しみにしています。３月は別れの月でもありますが,

新たな出会いへの出発の月でもあると思います。 

３月１８日には,写真にありますように２２名が卒業

しました。在校生も限られた期間の中で５年生を中心に

立派に準備を進めてくれました。マスク着用ではありま

したが,しっかりとした門出の言葉と心にしみる歌声を届けてくれました。人と人との出会

いを幸せに感じることを忘れずに成長していくことを願っています。 

２４日（木）４時間目に終業式，修了式，

離任式を実施しました。全校児童が大きく成

長できましたのも，保護者の方の学校へのご

理解とご協力のお陰です。予期せぬことに遭

遇しても人が人を想う気持ちの大切さを保

護者の方から児童へ伝えていただいている

ことを大変嬉しく思っています。誠にありが

とうございました。今後ともご支援ご協力の

ほどよろしくお願いいたします。 
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＜退職・転任の職員＞敬称省略 

校長      出雲 香苗 （羽咋市立西北台小学校へ）             

１年担任    野村 理恵 （志賀町立志賀小学校へ）       

２年担任    山邊 和子 （退職）        

みのり学級担任 名倉 崇文 （石川県立いしかわ特別支援学校へ）       

級外      星野 久子 （退職） 

この度の人事異動で転任することになりました。児童の成長を願わない大人はいない

と思います。その願いを教師，保護者そして，地域が一体になっていることを肌で感じ

ました。学校だけで教育はできないのです。在籍している児童がいなくても地域の方か

ら学校に多くの励ましが届きました。ある町会長さんが「校長先生，子どもは地域の宝

やぞ。子どものためなら何でもするからいうてくれ。」といってくださいました。大変

ありがい言葉でした。 

邑知小学校で勤務できたことに感謝しております。 

 

 


